西病棟チームカンファレンス記録
	A.O.M
	S.G.M

	
	


平成２９年７月５日（水）　　　　　　　　　　　　　司会：山内　佐江子　　記録：柴田　南緒

	佐藤
	山内
	松沢
	澤田
	神林
	濵谷
	柴田
	兼平
	岩淵
	岩藤
	小沼
	橘

	○
	○
	明け
	休
	休
	休
	○
	留守
	業務
	○
	準
	○

	加賀
	石橋
	加藤
	油津
	原田
	大谷地

	○
	明け
	準
	○
	休
	○


＜連絡事項＞

・法人研修が7/5　17:30～18:30(ビデオ研修)にあります。
　場所：メモリアルホール　　テーマ：｢食中毒と感染症予防｣
・今月末に医療機能評価がある為、担当スタッフは看護計画の見直しをお願いします。来週中にカンファレンスを通して意見交換などしていく予定です。
＜患者様連絡事項＞

・堰合　健様～7/5 10：30　自宅へ退院となっています。

・飯田　修子様～7/5 15：00 北病棟に転棟となっています。

・山口　良枝様～西Ａ 49号室へ入院となっています。

・中堤　光枝様～7/6 南病棟Ａに転出予定となっています。

・下川戸　長司様～部屋のトイレの修理伝票を依頼済、また退院時処方もらっています。退院時、通所スタッフより家族へ書いていただく書類があるため、家族が来院したら通所スタッフへ連絡してください。
・大久保　光男様～本日で血糖測定が中止となっています。

・大久保　すい様～リスペリドン内用液が錠剤となり、14日分処方となっています。

・泉川　ケイ子様～明日以降入院予定となっていますが、八戸赤十字病院から連絡がありません。地域連携室へ確認し本人様の状況と当院への入院予定の日時について確認していきます。
＜要注目患者様ケース検討＞

・市川　真紀子様～妄想発言は聞かれていません。声かけにて日課、プログラムに参加されています。日中離床出来る様に促していきましょう。

・大久保　すい様～朝食後薬はリスペリドン内容液以外交換条件にて内服しています。昼食後薬は「医者やってたから薬分かってるんだよ。」と話され拒薬しています。内服出来る時に内服出来る様にしていきましょう。

・袴田　将志様～飲水・煙草要求聞かれていますが過度とはなっていません。飲水量の観察や煙草本数の制限がある為、他者トラブルに注意していきましょう。

・工藤　綾子様～喫煙室への出入り頻回となっています。プログラムは胃痛や背部痛の訴えや癌の転移について話され途中で帰棟されています。食事は摂取する事できています。表情の険しさありますが、他者トラブルとなる事はありません。

・石井　幸子様～プログラムに参加するが、途中で帰棟する様子頻回に見られています。本日の朝に帰宅要求も聞かれている為、所在確認していきましょう。

・成田　賀枝様～各食不食しており、ベッド上で間食している様子みられている為お菓子をスタッフ管理していきます。本人がお菓子を欲しいと訴えあればその都度渡すようにしていきましょう。
＜安ヶ平Ｄｒ診察＞

・出河　攻様～7/25 佐々木泌尿器科へ受診の為、9：00～16：00まで外出予定となっています。入院証明書は依頼済みです。腰痛ある為スミルスチック1本処方となっています。先日の外出の際通帳をつくったため、キャッシュカードが自宅へ届くことになっており、気にしている発言聞かれています。
・続石　啓介様～本日の朝からエビリファイ6→3mgに減薬となっているため精神症状観察していきましょう。また本人からも様子を聞いていくようにしましょう。

・大橋　照子様～主治医より鉄剤などの薬についての説明はなく、食事をしっかり摂取するように説明あります。本人より耳の治療をしたいと訴え聞かれています。・大橋　照子様～本日の採血の結果、Hb5.0(緊急値)、Ht18.1と低値の為、点滴(フェジン(40mg) 1A(2cc)+20％グルコース 10ml、ソリタT3 500ml＋ダイビタミックス1A＋アスコルビン酸 1A)4日分処方となっています。7/7(金)採血(セット3、貧血セット)実施予定です。
＜安ヶ平Ｄｒ退院支援会議＞

・沼端　恵子様～自宅への受け入れ先が困難なため、障害福祉サービスによる入所施設を予定しています。

・坂本　のり子様～障害福祉サービスによる入所施設を予定しています。

・續石　啓介様～障害福祉サービスによる施設入所に向けて、担当スタッフは話を進めて下さい。

・菅井　浩子様～家族は自宅への退院は困難と話されている為、八戸市内の鍵付き施設入所を予定しています。

・中居　松男様～介護認定について担当スタッフは進めていきましょう。
・大橋　照子様～鍵付き施設入所を予定しています。
＜入院患者様＞
氏　　名：山口　良枝様　　　　　生年月日：昭和61年2月3日　31歳

主 病 名：アルコール依存症、双極性感情障害

入院形態：任意入院(当院1回目)

主 治 医：田名部Dr

入院までの経過：

　初飲は18歳。徐々に仕事や家族の世話などのストレスにより、H18頃より眠れず飲酒量が増加。泥酔状態になる事もあり、仕事へ行けない事もあった。北海道に住んでいた際、札幌の病院へ通院し、アルコール依存症の診断。抗酒剤を処方されていたが、服用はまばらであった。専門医療機関の受診はしていなかったが、断酒会には参加していた。

　H29.4月おいらせ町へ転居し、三沢の森クリニック受診。双極性障害によるアルコール依存症との診断。飲酒量は以前と比べ少なくなっているが毎日飲酒し、酩酊となることもあった。今回、断酒目的で入院相談があり。H29.6.28初診。断酒目的にて、アルコール依存症治療プログラムの希望があり、平成29年7月5日西病棟Aユニットへ任意入院となる。

※最終飲酒　7/5(水)12時

※アナムネ聴取、入院時オリエンテーションは眠気が強く、飲酒している状態であるため実施できていない
※急変時：夫様へ連絡(他、荷物の依頼などは北海道に住んでいる母へ連絡する)
※ＧＡＦ　３０

※貴重品あり、ロッカー使用している。(申込書記入すみ)

※爪切りとT字カミソリ、はさみ、ライターはスタッフ管理している

※携帯電話あり(契約書未記入)
